
https://www.ggi.tohoku.ac.jp/greenxtech

東北大学 グリーン未来創造機構 グリーンクロステック研究センター / 工学研究科 航空宇宙工学専攻 次世代インフラ研究部門 宇宙インフラ工学分野
教授 桒原 聡文 / Professor Dr. –Ing. Toshinori Kuwahara

軌道上サービス技術が拓く宇宙インフラの将来展望
グローバルな宇宙産業における競争力の強化 －東北大学の最新宇宙研究－

2. 最先端小型人工衛星技術 4. 軌道上サービス技術と最先端宇宙インフラの将来展望

1. 東北大学における小型人工衛星の研究開発実績

 プロジェクトミッション検討
 システム概念設計
 システム詳細設計
 部品調達
 コンポーネント要素技術研究開発
 システムインテグレーション
 搭載ソフトウェア、制御アルゴリズム設計解析
 地上動作検証
 地上環境試験
 安全設計、安全審査対応
 衛星納品、打上げ
 地上局整備
 初期運用、軌道上キャリブレーション、定常運用
 データ解析評価

衛星ミッションの全ての工程を経験．即戦力となる人財の育成： (システムエンジニア) + (専門分野)

© 東北大学

© JAXA将来の宇宙開発には国際連携と若手人材育成が重要な鍵を握っている

桒原 聡文 / Toshinori Kuwahara, Dr. –Ing.

東北大学大学院工学研究科
航空宇宙工学専攻
宇宙探査工学分野 准教授

株式会社ElevationSpace 共同創業者/取締役

• 大学宇宙工学コンソーシアム UNISEC* 理事
• 株式会社中島田鉄工所 技術顧問

研究内容：

小型宇宙システムによる宇宙開発利用の高度化

*UNISEC: University Space Engineering Consortium
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東北大学の実績

*  Space Situational Awareness
** Rendezvous, Proximity Operation / Docking

3. 産学官民連携・国際宇宙教育・宇宙人材育成 5. 軌道上サービス技術の研究開発と宇宙実証のロードマップ

小型人工衛星の研究開発実績
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東北大学の研究開発、運用実績
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機能の拡充・大型化

ビジネスの活発化

プッシュブルーム： 衛星は固定姿勢を
維持

1次元センサで
地表を走査
⇓

露光時間確保のため
空間解像度が低い(分
解能 約30m)

2次元センサで
地表を写真撮影
⇓

追尾撮影により

露光時間の制約無し
(分解能 約5m)

定点観測： 衛星は観測目標を追
尾

軌道運動

大型衛星 小型衛星

・定点指向制御の導入で露光時間を稼ぐ
・軌道運動からの制約を受けにくいため高解像度化可能
⇒ 大型衛星との協力運用で 低コスト･オンデマンド地球観測 を実現

小型人工衛星の質量クラスの分類

高解像度マルチスペクトル観測技術

小型宇宙システム研究開発プロジェクトを通した研究開発・人材育成

国際宇宙教育と宇宙人材育成

軌道上サービス技術

小型宇宙システムを用いた迅速な技術実証と宇宙開発利用の加速

小型回収カプセルによる高頻度再突入・回収プラットフォーム

最先端宇宙インフラ

小型人工衛星

RISING-2 / RISESAT

宇宙開発利用の裾野拡大/
宇宙技術水準の向上

宇宙実証/
利用事業

実績品の増加

新規参入者
の増加

宇宙機の
開発費低減

超小型衛星を用いた早期技術実証

発展的分野

発展的
宇宙開発・利用・探査

コミュニティ

最先端技術の高頻度
軌道上技術実証

小型宇宙システム技術が、宇宙開発・利用・探査を加速する！
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